持続可能な開発のための教育(ESD)としての地域学の検討 by 西井 麻美
持続可能な開発のための教育(ESD)としての地域学
の検討
著者 西井 麻美
雑誌名 ノートルダム清心女子大学紀要. 外国語・外国文学
編, 文化学編, 日本語・日本文学編
巻 41
号 1
ページ 40-50
発行年 2017
URL http://id.nii.ac.jp/1560/00000005/
40
キーワード：地域学，持続可能な開発のための教育（ESD），選択
Key Words : Community Learning, Education for Sustainable Development(ESD), Choice.
※　本学人間生活学部児童学科
　　　The aim of this report is to re-examine community learning from an educational 
viewpoint. In recent years, community learning has been developed among local 
governments in Japan as one of the lifelong education programs.
　　　The education theory that this report pays attention to is ESD (Education for 
Sustainable Development), because ESD aims for sustainable social development, 
including the local area around us.
　　　"Choice" and "characterization" are mainly examined as characteristics of 
community learning. In this consideration, an artificial intelligence study on deep 
learning is referred to.
　　　Furthermore, as examples of community learning, the programs of kominkans 
(community learning centers) in Okayama-city and seminar training in Onomichi-city in 
September, 2016 are examined.
はじめに
　今日、日本の地方自治体において、地域学を取り入れる政策が進んでいる。横山孝司は、
今日の地域学には大きく２つの系譜があるとしている。１）一つは、米国の経済学者ウォル
ター・アイサード（Walter Isard）により提唱された地域科学の分野（エリアスタディ、
リージョナルスタディ）としての地域学であり、もう一つは、地方自治体や大学、NPO、
市民等により生涯学習事業として展開されている地域学である。
　後者の地域学は、地域学習を通じて地域理解を進める学習から、地域住民間の交流や地
域づくりへの参画まで活動の内容が多岐に亘り、一つの定義で括ることは難しいが、佐古
井貞行は、「山形学」を例に、①（地域についての）多面的で的確な知識を与える［地域
を知る］、②（地域住民としての）アイデンティティの確立を促進する［地域を認める］、
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③（地域学での学びで）培われた資質・能力・知識などを地域活性化、地域づくりに役立
てていく［地域を創造する］、の 3 つを生涯学習としての地域学で取り組まれているもの
として挙げている。２）地方自治体が推進している生涯学習事業としての地域学の中には、
近年、社会教育・生涯学習の分野を、首長部局の取り組みに統合する地方自治体が増えた
ことにより、地域創生などの地域の発展をにらんだ「まちづくり」政策の一環として展開
されているものも少なくない。
　しかし、地域学は、地域の社会や文化と密接な関係を保ち（時には切り結び）ながら展開
される人々の学びと教育を基盤としており、地域づくりに向けた新たな気づきを促す生涯学
習として教育学的にも重要な活動であると言える。そこで、本稿は、改めて教育の視点から、
今日の地域学を捉え返して、地域での学習活動としての意義を考察することをねらいとし
て、学習の視点から後者の地域学（生涯学習としての地域学）に焦点を絞って検討する。
　ここで筆者が注目する教育論は、身近な地域を含め社会の持続可能な発展を視野に入
れた教育施策を国際的に展開している「持続可能な開発のための教育（ESD：Education 
for Sustainable Development）」である。特に地域に引きつけた ESD の教育論を探るため、
岡山市が関わっている ESD の取り組みに注目する。これを踏まえることで、持続可能な
社会に向けた人づくりに資する地域学についての教育論的探求を行う。
　生涯学習としての地域学を実践する過程でみられる学習の特性として、「選択」、「特性
化」、「概念化」が重要であると筆者は考えているが、本稿では、まず、「選択」に焦点を
あてて検討し、「選択」に関連する「特性化」の一部についても言及する。
　さらに、展開事例として、岡山市の公民館プログラムと岡山にある筆者の勤務大学の学
生を引率して 2016 年 9 月に尾道市で行った研修を取り上げ、特に後者については、「選択」
に焦点を絞った考察を行いたい。
　なお、「概念化」とそれに関連する「特性化」の部分については、別稿にて考察する予
定である。
１．ESD と地域の学習
（１）国連 ESD 政策での地域の学習
　ESD は、一言で言うなら、持続可能な社会の担い手を育てる教育である。３）その国際的
な取り組みとしては、2005 年から 2014 年までの「国連持続可能な開発のための教育の 10
年（DESD：UN Decade of Education for Sustainable Development）」や、ポスト DESD
として 2014 年に採択された「ESD に関するグローバル・アクションプログラム（GAP：
The Global Action Programme on Education for Sustainable Development ）」といった
国連の教育政策の展開を挙げることができる。
　国連 ESD 政策の中で、地域の学習は、ESD の教育理念を実質的に推し進める要として
位置づけられている。DESD のリードエージェンシーである UNESCO が 2005 年に発表
した「国連持続可能な開発のための教育の 10 年（2005 〜 2014 年）国際実施計画」では、
地域・地方からの意見が反映される「ボトムアップ・アプローチ」のメカニズムに依拠し
た活動推進が提言されており、この計画において用いる「コミュニティ」とは、「共通の
社会的・文化的環境を有し、そのために持続可能な開発において共通する一連の問題に直
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面している人々」４）を指す用語であると強調している。
　このような視点に立って、DESD では、開始当初から「ESD に関する地域の拠点（RCE：
Regional Centre of Expertise on Education for Sustainable Development）」を世界中か
ら募り、国連大学が認定するという草の根的な推進方策が取られてきた。DESD 初年度
（2005 年度）には、「持続可能な開発のための教育に関する地域の拠点（RCE）」として世
界で７地域が認定されたが、その中の一つが、岡山である。次に、岡山での ESD 活動に
ついて述べる。
（２）REC 岡山での地域の学習
　岡山では、市長を本部長とする岡山市 ESD 推進本部を設置して、全庁挙げて ESD を
推進する仕組みを整えるとともに、2014 年 9 月 30 日付けで 国内外の地域や組織と連携・
協力して、地域全体で ESD に対する取り組みを強化していくことを定めた「持続可能な
開発のための教育の推進に関する条例」を市で採択している。
　また、ESDに賛同する地域の様々な組織・団体が参加する岡山ESD推進協議会を設置し、
岡山地域で推進していく ESD のあり方などについて協議を行うなどしている。2016 年 3
月 1 日現在、岡山 ESD プロジェクトには、大学、教育機関、市民団体、企業、メディア、
行政など 246 の組織・団体が参加している。
　岡山が行ってきた ESD プロジェクトは、このように地域の様々な団体組織が連携協力
して、地域全体で ESD を推進している実績が高く評価され、2016 年には、ユネスコ／日
本 ESD 賞が授与された。
　このような地域に根ざした学習活動を中軸に置いて ESD を推進している岡山では、
DESD 最終年の 2014 年に、DESD を総括する「ESD に関するユネスコ世界会議」の関連
会議である「ESD 推進のための公民館-CLC 国際会議」が開催された。この国際会議では、
「岡山コミットメント（約束）2014 〜コミュニティに根ざした学びをとおして ESD を推
進するために、『国連 ESD の 10 年』を超えて〜」が採択されている。
　このコミットメントの最大の特徴は、副題にも記されているように、地域・コミュニティ
に根ざした学びを通して ESD を進めることの重要性を示して、その実現に向けて取り組
むべき行動を掲げている点にある。取り組むべき行動としては、15 項目に亘る内容を提
示している。５）この中で、地域学に引きつけて考える視点として筆者が注目したいのは、
４項と 11 項（以下参照）である。
　　４．変化する社会のニーズに対処する必要性を理解しつつ、継続的な実践記録の作成
　　　　 や研究活動をとおして、持続可能な社会づくりに、より効果的に貢献できるよう、
ESD に関わる革新的な実践をさらに前進させる。
　　11．各コミュニティが地域の課題を発見し、その解決に向かうために必要な物質的、
　　　　 財政的、技術的な援助をすることによって、文化と生活の多様性を尊重する持続
可能なコミュニティが創出されるようにする。
　これらの項目は、実践的に社会や地域のニーズ・課題を発見していき、文化と生活の多
様性への気づきを促す学習を、地域に根ざした ESD の学習の一つとすることの妥当性を
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示していると言えるだろう。翻って、このような意図を盛り込んだ地域学は、ESD の教育・
学習観に沿っていると考えることができる。
（３）ポスト DESD の政策 GAP における地域の学習
　ポスト DESD の政策として採択された「持続可能な開発のための教育（ESD）に関する
グローバル・アクション・プログラム（GAP）」及び「我々の世界を変革する：持続可能な
開発のための 2030 アジェンダ」では、５つの優先行動分野が設定されているが、その一つ
に「ESD への地域コミュニティの参加の促進」が挙げられている。６）このことが優先行動
に盛り込まれた理由としては、①持続可能な開発についての効率的かつ革新的解決策を導
いているのは、しばしば地域レベルの活動であること、②持続可能な開発の促進には、市
民を含めた社会のマルチステークホルダー間の対話と協力が重要であること、が挙げられ
ており、ESD は、地域でのマルチステークホルダーの学習を支援し、コミュニティが持続
可能な社会づくりに係わることを奨励する立場にあるということを GAP は表明している。
　以上見てきたように、ESD において、地域における学習は、コミュニティが持続可能
な社会に向けた文化や生活のあり方を把握するためにも、また、持続可能な開発のための
教育を実践する学習方法としても重要なものとして位置づけられている。次では、持続可
能な社会に向けた地域における学習は、さらにどんな特性を持つのか探っていきたい。
２．持続可能な社会に向けた地域学の特性
　今日、ESD として取り組まれている教育実践は、実に多様である。例えば、GAP では、
ESD の教育活動の範囲は、フォーマル、ノンフォーマル、インフォーマルな教育に亘り、
学習者も幼児から高齢者まですべての人々が行う生涯学習であるとしている。このこと
から、生涯学習として展開される今日の地域学を、ESD の一環に位置づけることも可能
だろう。その場合、取り組まれる学習課題に目を向けると、ESD が取り扱う学習課題は、
持続可能な開発へと方向付ける環境、社会（文化を含む）、経済（この 3 領域は、持続可
能な開発のための教育の中軸となる領域と見なされている）に係る幅広いものとなってい
る点への注意が必要となる。このような学習課題を扱う教育・学習プログラム、教育・学
習理論の構築には、様々な学問分野からの研究の集約が重要であると 2005 年の UNESCO
「国連実施計画」で述べられている。
　同様のことは、ESD の教育理論に添った地域学についても言えるだろう。そのため、
本稿では、多様な研究分野からヒントを得ながら、持続可能な社会に向けた地域学の特性
についての考察を進めることとする。
（１）持続可能な社会に向けた学習過程における「選択」
　ESD では、「社会」に、地域などで広く人々の諸活動により紡がれる物的、知的、など
有形・無形双方に亘る「文化」を含めることを意図して教育活動を遂行することを目指す。
そのため、ESD が依拠する持続可能性の中軸となる３領域の一つとして「社会」が挙げ
られる時に、そこには「文化」が含められていることが特記される（例として、2005 年
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の UNESCO「国際実施計画」での記述を挙げることができる）。
　持続可能な社会の創造をめざす教育においては、学習者一人一人が社会（文化を含む）
に関する様々な情報や資料の中から自らの判断で選択し、地域に根ざした文化の中から持
続可能な社会を支える「知」（その中には、文化と生活の多様性への気づきに裏打ちされ
た「共生」などがある）を認識し、課題の解決策を考案することが重要である。
　このような、未知とも言える社会像の構築に向けて、地域の情報・資料を基に学習者が
自ら「選択」しながら学習を進めることの意義について、さらに歴史研究者である加藤陽
子の見解を参照しながら考えてみよう。
　加藤は、歴史を題材に学習者との対話を取り入れながらノンフォーマル教育の講義を行
う活動を行っているが、その講義の中で、「選択」ということについて取り上げて自らの
見解を述べている。彼女の指摘は、持続可能な社会に向けた地域学のあり方を考える上で、
重要なポイントだと考えるため、少し長くなるが引用する。
　　 　本日、お話ししたいテーマの一つは、…国や個人がどのように自らの立場を選択
したのか、自らの現在と将来をどう選んでいったのか跡づけてみたいということです。
　　 　ここで、すぐに浮かぶのは、自らもそこで生きている同時代の社会の中で、人が自
らを包含する国や社会の行方を選択できるものなのか、という疑問でしょう。国を
とりまく国際環境や国のあり方を規定する諸制度が、…選択の幅を外側から規定し
ています。…もっと重要なことは、生きていく中で生ずる人生の選択肢が、試験問
題のように…提示されないことですね。選ぶという行為の前提として、選ぶ対象が、
どのような問いのかたちで、あるいは、どのような選択肢のかたちをとって、目の前
に示されるのか、という点が最も大事だと思います。７）
　個人の「選択」については、社会の流れに対して持つ影響力は、微弱であるや、レベル
が違うという見方もあるだろう。しかし、加藤は、例えそれが、国家レベルのものであっ
ても、社会の流れ行く方向を決定する力学に、個々人の選択が大きく絡んでいると考えて
いることが窺える。ただ、このような場面では、個人が「選択」するための選択肢は、あ
る意味、未知数であり、自らの問いかけの中で学びとる以外にない。つまり、ここでの個
人の「選択」とは、社会に対する学びを基盤として自ら選び取る行為に他ならないことを
指摘している。
　地域を拠点に、現在と将来両方を見すえて持続可能な社会に向けた教育を推進しようと
する地域学においても、同様の個人の「選択」が特性となると言っても良いだろう。
（２）世界認識における事象の特性化
　「ESD 推進のための公民館―CLC 国際会議」における「岡山コミットメント 2014」で
は、持続可能な社会に向け、社会、経済、環境、文化などの次元が複雑に絡んだ社会事情・
社会課題の原則（筆者は、これを「特性」と捉える）を認識した対応が重要であることを
記している。つまり、地域学の過程において、学習者は、「選択」に続き、地域の視察に
より得た気づき（日常の意識化と言い換えても良いだろう）を、社会や文化などの「特性」
として把握し直すことが求められる。
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　学習過程における事象の特性化については、近年の人工知能の研究から示唆を得ること
ができる。松尾豊は、人工知能の研究の動向について、「学習する」という視点から解説
を行っている。それによると、機械学習とディープラーニングの原理には、「学習」に関
するスタンスの違いが見られるという。その違いについて、松尾の説明をまとめると、次
のようである。
　人工知能の研究においては、世界を認知する「学習」を「分類」を基盤として構築する。
機械学習では、ビッグデータを活用し、膨大な情報処理を行うことにより様々な分類が可
能になっている。しかし、欠点としては、「『世界からどの特徴に注目して情報を取り出す
べきか』に関して、人間の手を借りなければならなかった」８）ことを松尾は指摘する。
　一方、ディープラーニングにおける「学習」に対するスタンスは、世界認識において人
間の脳が実際に行う「選択」と事象の「特性化」のあり方に依拠している。人間の世界認
識について、松尾は、次のように述べている。「人間は特微量をつかむことにたけている。
何か同じ対象をみていると、自然にそこに内在する特徴に気づき、より簡単に理解するこ
とができる。…特徴をつかみさえすれば、複雑に見える事象も整理され、簡単に理解す
ることができる。同じことを人間は視覚情報でもやっている。（下線は筆者による。）」９）
ディープラーニングでは、段階的に抽象度を増して高次の特微量が生成されることで、人
が事象の「特性化」を行うのと類似した結果を導くことを可能にしているという。
　なお松尾は、この時点で「概念を捕まえた」10）という表現をしているが、本稿では、こ
の時点までを「特性化」と捉えたいと考える。勿論、ESD としての地域学においても、
学習者は、諸処の事象の文化性に対する自らの理解（特性化）を、持続可能な社会の創造
に向けて概念化していくことが求められるだろう。ESD としての地域学における「概念化」
については、認識している人の脳に見られる処理過程に依拠して、人の意識を生物学的現
象と捉える哲学者ジョン・サール（John Searle）の意識の研究や、DESD への潮流の一
つである「グリーン・エコノミーに依拠する持続可能な発展」において、理論的支柱のパ
イオニア的存在となっているハーマン・E・デイリー（Herman E. Daly）の「持続可能な
発達の経済学」の論考が参考になると筆者は考えているが、「特性化」と「概念化」につ
いての考察は、別稿において行う予定である。
　以上見てきたように、持続可能な社会に向けた地域学では、地域の様々な情報を基に、
学習者が自ら選択し、事象の特性化を行うことが重要であるが、それは、まさに人が世界
を認識し学習する方法でもあることを改めて確認する必要がある。そのことを踏まえるこ
とにより、持続可能な社会という理想ともいえる社会の実現を他人事では無く、自分事と
して地域で実現していく道筋が見えてくる学習に転換できると考える。
３．地域学の事例 
　ここからは、事例を基に持続可能な開発のための教育（ESD）としての地域学の特性を
考えてみたい。
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（１）岡山における ESD プロジェクトとして展開する公民館プログラム
　岡山が、RCE として国連大学から認定された理由の一つは、岡山地域全体で ESD に係
る活動を早くから始め、2005 年からは、「岡山 ESD プロジェクト」として展開している
からである。この岡山 ESD プロジェクトでは、地域において ESD の取り組みを行ってい
る様々な関係機関や組織等が連携して、ESD フォーラムなどの交流を行う他、ESD 岡山
アワードを実施し、国内外の地域コミュニティにおいて優良な ESD 活動を行っている団
体を顕彰することも行っている。
　このような岡山 ESD プロジェクトにおいて、地域の学習を牽引しているものの一つが
公民館である。岡山での ESD の取り組みにおいて、特に地域学として独自性があるのは、
公民館など地域の学習施設やコミュニティ組織に係わる人々が積極的に活動に参加してい
る点だと言っても過言ではないだろう。
　公民館は、岡山では、全市内中学校区に 1 館くらいの割合で設置されており、全公民館
で ESD に係るプログラムを展開している。そのため、2014 年の「ESD に関するユネス
コ世界会議」の開催に合わせ、岡山の公民館が係わっている ESD の活動についてまとめ、
公表することが計画された。その作成にあたっては、岡山市公民館 ESD 実践集編集委員
会（以後、実践集編集委員会とする）を組織し、2014 年 3 月に『岡山市公民館 ESD 実践
集（れんめんめん）』11）を発行した。
　実践集編集委員会は、ESD について、持続可能な社会を築ける人を育てる取り組みだ
としており、岡山市公民館が ESD 実践において重視するポイントの一つに、地域で持続
可能な社会づくりができる人を育てることを挙げている。12）実践集にまとめられた活動を
見ると、岡山において ESD プロジェクトとして展開する公民館の実践は、表１のように
なっていることが分かる。
領域 ねらい 取組
自
　
然
地域の自然に触れることで、自分た
ちが自然とともに生きていることを
実感し、自然の理をさとり、活かし
方を考える。
自然観察、自然体験、環境点検、地産地消
の食（郷土料理、野菜・果物栽培等）
歴
　
史
地域には人々の物語が紡がれている
ことをを知り、昔からの地域知を継
承して次の世代に伝達する。
伝承（口承、伝統技術、伝統芸能）、歴史散歩、
町の紹介（パンフレットづくり、地域ビデ
オづくり、通信作成）
生
　
活
都市と農村における社会課題・生活
課題を認識し、改善に向けて工夫を
こらす。世代・職業などを越え地域
住民が相互に係わり合いながら、持
続可能な生活スタイルを探求する。
土壌改良、都市の緑化、エコなライフスタ
イル（リユース、気候風土に合う暮らし方）、
高齢者の社会参加、未来の農業、住民が支
えあう暮らしのシステム、異世代間交流、
学社連携での職場体験、フリー塾、地域子
育て、地域防災教育、ESD カフェ
　この実践集に取り上げられているものの中で、学習者が、地域に関する様々な文化財（史
実、人物、史跡等）を視察や取材をして、自分たちで情報を選択しながら活動を進めてい
る地域学の実践として、地域ビデオづくりを挙げることができる。富山公民館が企画した
表１　岡山市立公民館における ESD に係る取組
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「地域紹介ビデオづくり」では、参加者が取材、撮影、編集すべてを担当してビデオを作
成しているが、その実践過程においては、「新しい発見があり、出会った人々との間に沢
山のつながりもでき、（まちの）「宝」はますます増えて行きます」13）と記している。学習
過程において、このような学習の広がり（展開）がみられるのが、学習者が地域の視察や
取材から「選択」することを取り入れた地域学実践の特徴でもある。
（２）地域の視察を取り入れたゼミ研修における「選択」
①視察での「選択」の違い
　ここでは、地域の視察を取り入れた学習過程における学習者の「選択」について、筆者
の担当する大学演習・ゼミでの研修を基に考察してみたい。
　筆者は、岡山にある勤務大学において、３年生を対象とする生涯学習・社会教育の演習・
ゼミを担当しており、毎年、学生主導で地域への視察を企画する研修を行っている。ただ
し研修のテーマは、DESD 開始の時から共通に「持続可能な社会に向けた人づくり」と
しており、この研修の教員側のねらいは、持続可能な社会を作っていくために注目できる
地域の資源を、学生に自ら掘り起こしてもらうことにある。視察する地域や部署は、学生
達が話し合いで決め、視察後は、グループに分かれて Power Point のスライドを作成し、
発表を行う。このような流れで行う研修は、岡山公民館で行われている地域ビデオづくり
と、目的や方法が類似したカテゴリーの学習とも言えるだろう。
　事実、この研修を行うことで、富山公民館の「地域紹介ビデオづくり」に参加した感想
と同様に、学生は、事前の計画では分からなかった様々な気づきを得ることができている。
しかし、現地での視察過程に見られる学生の選択行動には、訪問先の地域によって差が出
る場合がある。これまでの研修で、特に差がみられたのは、視察の訪問地が、学生がこれ
までに訪問した経験がある地域か、初めて訪問する地域かによってであった。
　例を挙げると、2013 年では、訪問地として、学生達自身がこれまでに訪れたことがあ
る倉敷を選択した。倉敷は、岡山の大学で学ぶ学生にとっては、自分が住む所と近隣の地
域でもあり、この地域について土地勘がある学生もいたため、それらの情報もフルに活用
して、視察の計画を綿密に立てて研修に臨んでいた。そのため、この時の研修では、初め
て訪れる所もいくつかあったものの、事前に立てた計画通りに視察が進み、現地での視察
過程で計画していなかった所に立ち寄るといった「選択」は見られなかった。
　一方、対象的だったのが、2016 年に行った研修である。この時は、訪問先として、参
加学生の誰もこれまで訪問したことの無い尾道が選択された。この研修でも、これまでの
研修と同様に、事前に視察箇所を決めてあったが、実際の視察過程では、様々な要因によ
り、現地で立ち寄る場所を付加する「選択」が見られた。そこで、さらに地域学における「選
択」について考察を深めるため、次に、尾道での研修においてなされた「選択」について
取り上げてみたい。
②尾道における研修での「選択」
　2016 年 9 月に尾道での研修を企画し、学生を引率して訪問した。この研修では、事前
に訪問する所を学生が選定したが、それは、尾道本通り（一番街、中商店街、センター街、
絵のまち通り）、おのみち映画資料館、市役所であった。しかし、実際に視察を始めると、
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計画段階では名前が上がっていなかった所にも立ち寄る選択行為がいくつも見られ、研修
の幅が大きく広がっていった。しかも、一つの新たな「選択」が別の「選択」をも呼び込
むといった、連鎖的な「選択」の展開さえ見られた。それにより、事前の計画では、訪問
を省くことにしていた展望台にも足を運び、そこで地域観光ボランティアの方に出会い、
地域に暮らす方の目線からみた尾道市の変遷の姿などについて、詳しく伺うことが出来た。
　視察の過程で、このような「選択」を学生が行う切っ掛けになっていたのは、現地で職員
の方や訪問に来ている人々から話をきいたり、勧められたりするなどと言った人との出会
いや、地域の建物やモニュメント・展示などの作品に触れる体験などであり、実際の地域の
文化財（人的、物的、知的文化財）に触発されて芽生えた「関心」と、一つの選択が次の選
択を導くといった関心の連鎖による「展開」が学習の広がりに大きく関係していることが窺
えた。そこで、これらの事に配慮しながら尾道市の研修での「選択」の状況を整理してみる。
　「選択」は、まず、関心レベルにより次の 2 つの層に分けて把握することができる。
　層１：単純な記録としての関心レベル……行動：写真を写す、立ち止まって眺める
　層２：内容に触れようとする関心レベル…行動： 解説文をじっくり読む、解説を聞いて
メモをとったり質問をする、展示を丁
寧に見て感想を述べる
　層１の関心レベルに見られる行動は、写真に留めようとするといった単純な記録行為で
あるが、ここで記録として残されるものは、ほとんどが地域の文化財の表層部分である。
一見、量的には多くの資料が蓄積されるように見えるが、視察中にこの段階の選択が次の
選択に影響を与えることは少ない。
　一方、層２の関心レベルでは、解説を聞いて質問したり、感想を述べるなど、文化財の
内容に深く触れようとする姿勢が見られる。このような選択行為は、地域の文化財に対し
てさらなる関心を呼び起こし、新たな選択行為をも導くといった「展開」への引き金とな
る場合も少なくない。
　尾道市の研修で見られた層２のカテゴリーに含まれる行動において、文化財に対する「関
心」と「展開」の様子をまとめると表２のようであった。
　表に示した「関心」とは、参加者が立ち寄る切っ掛けとなった関心のことである。また、「展
開」は、立ち寄ることでさらに次の行動が促されたり、気づきが計画以上に広がるなど展
開されたことについて示している。
　この表で分かる通り、層２のカテゴリーで、立ち寄る「選択」の切っ掛けとなっている
のは、大きく分けて、①事前の計画意図、②①以外の学習や体験の記憶、③現地での情報
提供、の３つであった。特に、②と③は、実際に地域を訪れることにより促されたものであり、
地域の視察が個々人の学びの幅を広げる切っ掛けを様々に提供していることが分かる。
　さらに、③に関連して、学習支援の重要性を挙げることができるだろう。「岡山コミッ
トメント（約束）2014」では、地域の学習の推進において、専門的職員や組織の果たす
学習支援の役割についても重要視してコミットメントの行動項目３で次のように述べて
いる。
　　３． 各コミュニティが、地域の発展の過程に当事者として参加する自信がもてるよう、
引き続き職員の専門的能力や組織の力量の育成・向上に努める…略
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少年・少女の像
（市街地再開発
事業記念モニュ
メント）
関心：研修とは別の活動（ライオンズクラブが支援している国際平和
　　　 ポスターコンテストへのボランティア活動）に学生が参加した
ことから、尾道の市街地再開発にライオンズクラブが協力して
いる事業に対する興味。
展開：地域の様々なステークホルダーの活動とまちづくりとの関連へ
　　　 の気づき。この事業を知ったことをライオンズクラブの方に伝
えたいと言う。
林芙美子の像 関心：一女性としての林芙美子への関心。展開：さらに林芙美子記念館への立ち寄りにつながる。
林芙美子記念館
関心：林芙美子についての資料が飾られており、彼女の人生について
　　　 関心。尾道本通りインフォメーションセンターの看板もあり、
情報を得られると期待。
展開：実際に林芙美子が住んでいた家屋を目にし、その時代の趣きを
　　　 感じとっていた。広島県尾道本通り連合会が作成した「ふみさ
んと尾道・街歩記」（「ふみさん」こと林芙美子さん 18 歳と想定）
をもらい街歩きの参考に。
商工会議所
（記念館）
関心：商店街を歩いているうちに、商工会議所の存在への気づき。
展開：2 階に会議場が保存されていることを職員の方から教えてもら
　　　 い、上がってみたところ、学生から「わーっ！」という感嘆の
声があがった。実際の会議場に立つことで、人々が会議を行っ
ていた場にいるという臨場感を、味わっているようであった。
尾道大学サテラ
イト・スタジオ
関心：美術展の作品を目にしたことによる興味。
展開：大学が市民に作品展の場を提供していることを知る。
尾道市役所
関心：（事前に計画）市役所が提供する尾道市の情報資料があると期待。
展開： 受付の方に相談することで、市役所内の様々な部署にも足を運
んで、資料を得、さらに本館とは別の建物にある観光課を訪れ
ることへと展開。
おのみち映画
資料館
関心：（事前に計画）尾道の観光ガイドブックに掲載されていた記事
　　　を読んだため。
展開：映写室シアターで日本遺産に認定された尾道の町ストーリーを
　　　 映像化したビデオを視聴し、尾道の物的、人的、知的文化財を
具体的に把握し、日本遺産について知る。
ロープウェー・
展望台・遊歩道・
千光寺
関心：おのみち映画資料館の職員や訪問者の方からの示唆で、町歩き
　　　ではできない、尾道市を鳥瞰。
展開：地勢を理解。地域観光ボランティアの方との出会い。
　ここで見たように、地域の人的、物的、知的な文化財は、地域学において学習内容とな
るだけでなく、地域での視察などの過程で、学習者による「選択」の幅を広げ展開させる
影響力も持っていることが分かる。ただし、このような「展開」が起こるには、学習者が
自ら「選択」を行うことが学習過程に取り入れられ、学習者が自らの関心を文化財の内容
にまで深めていくことが必須であることが、研修から窺える。
　そして、持続可能な社会に向けた地域学においては、このような「展開」が起こる学習
が可能であることが、重要なポイントとなると考える。
表２　研修で見られた層２のカテゴリーに含まれる行動
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おわりに
　本稿では、持続可能な社会に向けた地域学について、視察による学習過程で起こる「選択」
や「展開」に焦点を当てて検討した。さらに、地域学においては、地域ビデオの作成など
に見られるように、視察で得た学習成果を公表し社会に活かすことが奨励されている。今
後の検討では、この点に注目しながら、「特性化」と「概念化」をも含め、地域学に係る
学習論研究を行い、持続可能な社会に向けた地域学のあり方を探求していきたいと考える。
　また、ESD が、様々な学問分野の研究からのサジェスチョンを求めている14）ように、
持続可能な社会に向けた地域学の検討にあたっては、色々な研究から学ぶことができると
考える。今日の研究動向は、複合的に取り組まれていると言っても良いかもしれない。例
えば、人の能力や学習に係わる研究は、最先端の人工知能の研究でも応用されている。な
お、近年、さらにディープラーニングの限界を認識した新たな研究が取り組まれ始めてい
るとも言われている。「学習」を紐解く研究は、ますます深化していると言えるだろう。 
　今後も人工知能の研究だけでなく様々な分野の研究から、さらに新たな知見を得ること
ができると期待している。
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